
【
会
員
寄
稿
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
研
修
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
て

　

８
月
29
日
に
木
島
平
村
若
者
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
お
い
て
、「
第

15
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
研
修
会
in
木
島
平
」
が
開
催
さ

れ
、
園
原
さ
ん(

わ
せ
だ
い
ら)
と
私
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
、
大
人
た
ち
と
交
じ
っ
て
、
シ
ッ

カ
リ
と
熟
議
さ
れ
て
い
る
事
に
驚
き
ま
し
た
。
毎
回
難
し
い
テ
ー

マ
で
す
が
、今
回
は
、「
ど
う
あ
る
べ
き
か? H

ow
 to do

」で
な
く
、

「H
ow

 to be

」
な
の
で
、
Ａ
Ｉ
に
問
い
合
わ
せ
て
も
な
か
な
か

的
確
な
回
答
を
得
ら
れ
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
各
チ
ー
ム
が

自
由
闊
達
に
シ
ッ
カ
リ
と
熟
議
さ
れ
て
い
る
姿
に
驚
く
と
共
に
、

参
加
し
て
い
た
私
も
現
役
の
頃
を
思
い
出
し
て
、
ワ
ク
ワ
ク
と
し

た
高
揚
感
を
覚
え
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、
段
階
的
に
３
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
に
分
解
さ

れ
て
、
①
木
島
平
の
好
き
な
所
・
自
慢
は
？
②
10
年
後
こ
う
だ
っ

た
ら
い
い
な
③
学
校
と
地
域
が
一
緒
に
で
き
る
事
と
、
熟
議
を
順

に
進
め
て
い
く
内
に
、メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
解
が
導
き
出
せ
る
よ
う
、

会
の
進
行
に
工
夫
は
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
解
を
導
き

出
す
の
に
は
、
難
し
い
テ
ー
マ
だ
な
率
直
に
思
い
ま
し
た
。
小
学

生
か
ら
大
人
ま
で
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
、
シ
ッ
カ
リ
と
熟

議
を
さ
れ
て
い
る
様
は
、
企
業
の
検
討
会
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
た
だ
、
企
業
と
根
本
的
に
違
う
点
は
、
コ
ス
ト
重
視
の

結
論
で
な
く
、
様
々
な
価
値
観
や
幅
広
く
深
い
知
見
を
持
つ
人
々

と
じ
か
に
触
れ
あ
い
、
解
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
輪
が
、
最
も
大
切
な
事
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
全

体
を
通
じ
て
、
村
の
教
育
の
質
の
高
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
多
く
の
教
育
系
の
大
学
の
准
教
授
、
講
師
、
助
教
、

大
学
生
も
来
て
お
ら
れ
て
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
充
実
し
た
心
地
良
い
時
間
を
共
有
で
き
た
事
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
シ
ッ
カ
リ
と
村
を
応
援
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
団
会
長
　
髙
木
　
清
一
（
山
口
出
身
）

【
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
】

◉
主
催　
木
島
平
村
教
育
委
員
会

◉
主
管　
木
島
平
村
学
校
運
営
協
議
会

〇
テ
ー
マ

　
「
こ
れ
か
ら
の
次
代
、
学
校
と
地
域
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

◉
第
一
部
　
講
演(

午
前
９
時
10
分
～
午
前
９
時
55
分)

〇
演
題　

　
「
学
校
運
営
協
議
会
の
新
た
な
形

　
　

～
学
校
を
核
に
し
た
村
づ
く
り
へ
の
提
言
～
」

〇
講
師　
貝か

い

ノの

瀬せ　

滋
し
げ
る　

氏

　

全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
連
絡
協
議
会
顧
問

　

前
三
鷹
市
教
育
長　

兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
客
員
教
授

◉
第
二
部
　
熟
議(

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分)

　

参
加
者
が
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
熟
議

を
行
い
、
そ
の
後
チ
ー
ム
ご
と
に
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
な

お
、
園
原
さ
ん
と
私
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
入
り
熟

議
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

◉
総
評(

午
前
11
時
30
分
～
正
午)

　

貝
ノ
瀬 

講
師
、
髙
木 

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
会
長
、

日
䑓 

村
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
参
加
者 

　

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
保
護
者
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
教

育
委
員
、
議
会
議
員
、
小
中
学
校
高
校
教
職
員
、
学
校
運
営

協
議
会
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

村
民
な
ど

◆
見
学
者　
文
教
大
学
准
教
授
、
都
留
文
科
大
学
講
師
、
お

茶
の
水
女
子
大
学
助
教
な
ど
、
３
大
学
の
大
学
生

◀講師の貝ノ瀬先生

▲熟議の一幕



○
村
の
夏
ま
つ
り　
（
８
日
）

　

新
し
い
調
布
市
長
も
お
招
き
し
、
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
た

村
の
夏
ま
つ
り
は
、
正
午
か
ら
の
豪
雨
に
よ
っ
て
中
止
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
雨
後
、
出
店
予
定
だ
っ
た
庚
ピ
ザ

と
わ
せ
だ
い
ら
が
、
庚
区
分
館
の
前
で
臨
時
出
店
を
行
い
、
多
く

の
来
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

不
安
定
な
天
気
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、
夜
に
は
な
ん
と
か
打
ち

上
げ
花
火
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
か
こ
の
日
か
ら
、
全
国
各
地

で
大
雨
災
害
が
多
発
す
る
な
ど
、誰
が
予
測
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

◉
９
月
の
イ
ベ
ン
ト

〇
山
に
恋
す
る
キ
ャ
ン
プ
場
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン　
（
４
日
）

　

11
月
８
日
ま
で
、
や
ま
び
こ
の
丘

公
園
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
点
灯
式
は
あ
い
に
く

の
雨
で
し
た
が
、
約
２
５
０
人
が
詰

め
か
け
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
報 

第　

号
277

令
和
８
年
９
月
25
日
発
行

◉
７
月
の
イ
ベ
ン
ト

〇
道
の
駅
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
10
日
）

　

午
後
４
時
か
ら
８
時
に
か
け
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
普
段
は
味
わ
え
な
い
グ

ル
メ
や
ク
ラ
フ
ト
作
品
の
店
が
並
び
、

駐
車
場
が
満
車
に
な
る
ほ
ど
の
賑
わ
い

を
み
せ
ま
し
た
。

〇
内
山
の
柱
松
子　
（
11
日
）

　

村
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
内
山
の
柱
松
子
」
は
、
夜
の

お
宮
前
の
広
場
に
か
が
り
火
を
焚
き
、
人
々
の
熱
気
も
上
げ
る
よ

う
な
派
手
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
「
上
」
の
柱
松
が
先
に
着
火

し
、「
天
下
泰
平
」
と
占
わ
れ
ま
し
た
。

◉
８
月
の
イ
ベ
ン
ト

〇
大
塚
山
夏
祭
り　
（
１
日
）

〇
南
鴨
の
柱
松
子　
（
２
日
）

　

土
日
を
通
し
て
行
わ
れ
た
南
鴨
区
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
他
の
地
区
や
出
店
者
の

協
力
も
あ
り
、
年
々
盛
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
舞
台
で
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
も
あ

り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
も
大
成
功
に

終
わ
り
ま
し
た
。

　

翌
日
の
柱
松
子
で
は
、
内
山
区
と
同

じ
く
「
天
下
泰
平
」
と
占
わ
れ
ま
し
た
。

　

◆
７
～
９
月
の
出
来
事

◉
深
大
寺
稲
刈
り
の
儀　

10
月
３
日
（
土
）　

15
時
～

　

５
月
23
日
に
行
わ
れ
た
「
お
田
植
え
の
儀
」　

か
ら
、
無
事
に

育
っ
た
稲
を
収
穫
す
る
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
早
乙

女
た
ち
に
よ
る
稲
刈
り
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
境
内
で
の
物
販
、
き

の
こ
汁
の
振
る
舞
い
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

◉
村
民
祭　
10
月
31
日
（
土
）

　

役
場
庁
舎
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
に
か
け
て
、
文
化
祭
、
商
工
祭
、

Ｊ
Ａ
木
島
平
支
所
ビ
ビ
ッ
ト
祭
、
ふ
れ
あ
い
広
場
、
農
業
祭
な
ど
、

多
彩
な
催
し
も
の
が
開
催
さ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

◆
イ
ベ
ン
ト
情
報

◆
会
報
原
稿
募
集
中
！　
【
ご
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
】

〇
送
付
先　

〒
３
８
９　

２
３
９
２

　
　
　
　
　

木
島
平
村
役
場
内　
　

ふ
る
さ
と
応
援
団
事
務
局

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
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０
２
６
９　

８
２　

４
１
２
１

　
　
　
　
　

メ
ー
ル　

seisaku@
vill.kijim

adaira.lg.jp

◉
各
地
区
の
秋
祭
り

　

秋
の
例
大
祭
が
、
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
は
12
日

の
庚
区
（
猿
田
彦
神
社
）
の
も
の
。


